
大熊町 双葉町

参考資料：アイデア一覧（269個）

■自動運転を視野に入れた交通整備事業
■脱炭素モビリティー事業
■シェアリングエコノミー
■スローモビリティ事業
■レンタサイクル・レンタカー事業
■ロボット専用道整備事業
■空飛び自動車EV まずキックボードから
■再エネを使った自動車事業
■修学旅行 IT+農業体験
■中貝塚跡地の記念公園観光事業
■原発ツーリズム モノを残す
■キャンプ場事業
■学びの（修学旅行）観光事業
■大規模祭り事業 交流人口1000万
■観光列車事業
■移住促進事業
■著名人・インフルエンサー・リモートワーク
■環境省移住 リモートワーク
■海を山のワ―ケーション推進事業
■リモートワーク推進事業（高速wi-fi）
■中央省庁など首都機能を部分移転
■自然公園のように復興公演を指定しグリーンツーリズム
■別荘開発事業
■レジャーと仕事を融合した事業
■地域コミュニティ工場事業（コンパクトシティ）
■貸会場による人の誘致事業
■発電所整備事業 行政区
■ふるさと思い出伝承事業
■復興地のきずな促進事業
■空家活用コミュニティスペース
■民泊事業
■子育てサポート事業
■町内情報通信強じん化事業
■語り部育成事業
■熊川のシャケ活用検討事業
■環境再生事業 海山川 再生
■多品目の園芸作物 マンゴー・キウイ
■ ICT・ロボットによるスマート農業事業
■（梨）農業事業
■農家めぐり 農家宿泊
■山林再生事業
■地域物産品PR事業
■漆栽培事業
■マンゴー近代農業
■季節外れのフルーツ生産
■産直販売
■まつたけ取り合宿
■最先端技術実験場事業
■大熊・双葉発の全国遠隔事業
■ IoT農業事業
■再エネ地産地消を可能とする発電所整備事業
■エネルギー施策世界一
■ネガティブカーボン２００事業
■景観を意識した再エネ事業
■中野太陽光事業
■バイオ燃料つくる活かす
■脱炭素最先端技術向上誘致
■太平洋の波を最大限活用→サーフィン波で発電
■電気代の安さを活かして企業育成
■再エネ見える化事業
■パネル城主事業
■再エネ体験施設整備事業
■脱炭素都市計画事業
■ ESG投資の受け皿になる企業の育成
■ IT健康活用事業
■町民専用情報デバイス整備事業
■最先端有人飛行
（ドローン宇宙旅行プライベートジェットヘリ）の飛行場

■引き換えに金土地を提供
■ IT、IoTロボット融合事業
■ローカル５G整備事業
■最先端技術促進事業
■５Gを活かした新産業誘致育成
■イノシシ・サル追跡アプリ
■生態系アプリポケモンGO
■再エネアート整備事業
■伝統工芸を使った若手育成事業
■起業家支援事業
■人のなりわい創出事業
■新規移住者促進事業
■暮らしの安全安心確保事業
■子育てしやすいまち
■エコで便利なタワマンのような新たな生活空間を建設
■海のレジャー事業（釣りなど）
■アプリを使った観光客誘致事業
■ラグビーの菅平高原のように野球・サッカーの
高校・大学の合宿の聖地ブランド事業

■ドッグラン日本一広い
■関係人口増加促進事業
■温泉掘削、開発事業 玉の湯
■総合プロデューサー公募事業
■アーティストインレジデンスライターイン受入事業
■ウォーキングイベント（スポーツイベント事業）
■スポーツ合宿施設事業
■ダイビング サーフィン ヨガ×自然
■名所めぐりスタンプラリー
■ネットフェスライブハウス
■せとうちや別府のようなアートプロジェクト事業
■アートのまちづくり事業
■風景を使ったフォトグラファー育成事業
■再エネを活かしたロックフェス
■合併してるかも…新大熊双葉
■製薬事業推進
■元・大熊町民一斉集合イベント
■ライザップ実証事業（健康になれる）
■実験的医療が受けられる町事業
■自然の中での高齢者支援事業
■高齢者向け道の駅
■高齢者向け修学旅行
■福祉の里基本設計事業
■幸せな年寄りの老人ホーム
■老人寄せ集め日本一の介護
■スマホ健康管理研究
■超高級サ高住
■大野病院
■放射線治療日本一→ガンをなくす
■レジリエンスの強いまちづくり事業
■教育を柱にした世界一を目指す
■防災教育
■ VRの震災体験（映像）
■双葉高校復活プロジェクト～新人材を双葉から生み出す～
■防災教育事業
■最終処理場（有効な資源）→事業
■常磐道といくつもあるIC、そこから中間貯蔵への
アクセスの良さを活用して巨大倉庫地帯

■原子炉遺産化事業
■自動運転専用道路整備事業
■セントラルパーク整備事業
■中間貯蔵施設関連事業
■大熊廃炉遺産事業
■既存施設再生事業（図書館等）
■双葉軍復興道路事業
■中間貯蔵公園海浜
■大熊版原爆ドーム（シンボル）
■新しく住む人は処分場をきにしない
■全国の最終処分を安全に→研究集積
■汚染物の資源化事業
■帰還困難区域活用した物流拠点
■研究者育成事業
■アーティスト ライター 映像…学校 領域横断
■１F活用検討委員会設置事業
■放射線物質研究施設誘致事業
■教育・研究機関誘致事業
■廃炉技術転用事業
■医療・福祉系専門学校誘致 大学事業
■廃炉資源化技術事業

■ネガティブ→ポジティブに災害教育発信事業
■メディア放送局事業
■防災に強いアピール SNS発信事業
■多言語サービス事業 ガイド 通訳
■ SNS発信
■広島アーカイブ放送事業（伝え方、残し方）
■双葉の由来から見る（相馬藩時代）の歴史などの
発信事業

■ WEBで海外とまちをつなぐ情報発信事業
■ポジティブキャンペーン事業→ブランド化
■ブランド化高付加価値イメージ戦略事業
■ロボットによるスマートな景観維持事業
■ホタルがくらすまち
■景観ライトアップ事業
■めちゃでかいダルマを中間貯蔵
■研究者ツーリズム
■リモート技術開発事業
■国際教育研究拠点を双葉大熊に確実に誘致
■研究が研究を呼ぶ→研究の町としてのブランディング
■高度研究・技術開発人材を育てる初等～高等教育事業
■Made in Fukushima製造業
■研究は研究者のものではない→だれでも研究できるまち
■産学官で研究を推進していける体制づくり
■インフルエンサーによるリレートーク
■環境に対し意識の高い人を集めるプロジェクト
■ビジネスプロデューサー育成事業
■とんがったリーダー人材をあつめる
■フロンティアマインド育成
■シルバー人材事業
■原子力は”捨てる”のではなく、
研究対象として世界レベルめざす

■原発技術研究事業（施設）
■原発（廃炉）研究事業
■若い研究者が集まる核研究の先端（宇宙）都市
■なりわい集落 x 研究
■コミュニティビジネス支援事業
■ワーキングスペース提供事業
■なりわいスタート支援事業
■生活をビジネス化→少額融資（グラミン銀行）
■新規ビジネスをサポートする起業家支援事業
■地域の課題のビジネス化
■起業家支援事業
■生活費無料事業
■税制 安い税金
■港（ヨットハーバー）新設事業
■ヨットハーバー
■宇宙エレベーター事業
■日本初の民間宇宙旅行用基地事業
■もともと飛行場からの宇宙事業
■宇宙防衛軍
■小さな拠点統合化事業
■規制改革特区→交通、航空・・・事業
■最先端技術開発・活用事業
■空とぶEV開発事業
■通信ネットワークの整備
■インターネット環境No.1事業
■カーボンネガティブ200%
■エネルギーの地産地消化プロジェクト
■日照時間の長さを考えたエネルギー事業（太陽光？）
■再エネ100%カーレース
■（海が近い）海水を使った水素事業
■エネルギー施策世界一
■徹底的なゼロカーボンの追求→シビックプライド形成
■ ESG…グローバル企業誘致（テスラ、アップル）
RE100産業団地事業

■復興祈念公園を活用 サーフィン&フィッシング事業

■ひたち海浜公園のような広大な土地・自然を使ったレジャー施設
■古民家を使った古い町並み観光事業
■風船観光事業
■ビーチイベント事業
■音楽イベント事業
■アウトドアレジャー事業
■没入型バーチャル観光
■神事などのお祭り・・・観光事業
■沖縄の牛車→アナログな交通
■観光MaaS自動化
■地域の産品を作った観光列車
■公共交通充実度No.1
■原発ツーリズム事業
■負の遺産をあえて残していくプロジェクト
■震災遺構のテーマパーク化
■伝承館を中心にした着地型観光
■ツーリズムの自動化 ロボット活用
■学習旅行事業（修学旅行）
■学校視察ツアー事業
■ミュージアム事業
■動物園運営事業
■こども食堂運営事業
■豊かな財源を使って子育て支援事業
■キッザニア
■インバウンド受入事業
■インバウンド移住事業
■海外からのホームステイ受入事業
■交換留学事業
■外国人に住んでもらう移民誘致事業
■季節によって都会の人に住んでもらう高付加価値=地域移住推進事業
■子供のアート教育事業
■アート事業 x 空き家・役場庁舎
■新旧遊び比べ事業
■スポーツで健康増進事業
■小型モビリティ x 健康
■医療ツーリズム
■大野病院の再利用 双葉厚生病院も
■リモート診断による医療
■希少作物を作り、利用したアプリ開発など高付加価値二次産業
■防災、危機管理先端地として教育・観光事業
■災害教育事業
■気候変動 x人材育成
■教育の町 再興・双葉高校復活プロジェクト
■町に根ざした教育事業
■空き家を活かしたゲストハウスホステル
■空き家1棟まるごとを好きに改築・改装事業
■あえてタワマン建てる
■別荘地事業
■自然住宅分譲事業
■超高級サ高住 プレミアムシニアマンション？
■単身者向けアパート
■ゼロカーボン住宅事業
■バラ園再興
■食文化発信事業
■野菜工場事業
■ブランドフルーツ事業
■農学特区 農業商社 販促事業（スマートに）
■クリーン農業
■無人スマート農業
■スマート高付加価値ハウス農業
■ドローン・ロボットによる農業のスマート化事業
■ゼロカーボン農業
■農地の大規模化による農業効率化（スマート化）事業


